
報
告
書
２
０
０
８
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
書
２
０
０
８
の
概
要
に
つ
い
て

２
０
０
９
年

４
月

１
６
日

内
閣

官
房

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
ＩＳ
Ｃ
）

ht
tp

:/
/w

w
w

.n
is

c.
go

.jp
/

資料３
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1

２
．
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技

術
の

将
来

に
関

す
る
検

討

１
．
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

報
告

書
2
0
0
8
の
目

的
と
構

成

２
．

１
将

来
の

社
会

ビ
ジ

ョ
ン

に
関

す
る

検
討

（
ニ

ー
ズ

指
向

）

２
．

２
技

術
の

潮
流

予
測

（
シ

ー
ズ

指
向

）

３
．
公

的
資

金
を
用

い
た
中

長
期

的
な

研
究

開
発

の
実

施
方

法

１
．

２
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

究
開

発
・
技

術
開

発
に

関
す

る
2
0
0
8
年

度
の

検
討

１
．

２
．

１
研

究
開

発
・
技

術
開

発
の

方
向

性
の

検
討

（
研

究
テ

ー
マ

面
）

１
．

２
．

２
環

境
変

化
に

対
応

で
き

る
継

続
的

な
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

管
理

の
あ

り
方

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
面

）

３
．

１
公

的
な

競
争

的
研

究
開

発
資

金
制

度
に

関
す

る
論

点

３
．

２
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
・
評

価
体

制
の

改
善

の
方

向
性

３
．

１
．

１
研

究
者

側
の

問
題

提
起

３
．

１
．

２
公

的
な

競
争

的
研

究
開

発
資

金
制

度
の

現
状

と
改

善
状

況

４
．

ま
と

め

ア プ ロ ー チ

シ ー ズ 指 向

ア プ ロ ー チ

ニ ー ズ 指 向

２
．

３
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
の

グ
ラ

ン
ド

チ
ャ

レ
ン

ジ
に

つ
な

が
る

方
向

性
と

進
め

方

技
術

戦
略
専
門
委
員
会

技
術
戦
略
専
門
委
員
会

報
告

書
２
０
０
８
の
構

成
報

告
書

２
０
０
８
の
構

成

１
．

１
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

に
お

け
る

検
討

の
経

緯

詳
細

化
検

討



C
op

yr
ig

ht
 (c

) 2
00

9 
N

at
io

na
l I

nf
or

m
at

io
n 

Se
cu

rit
y 

C
en

te
r (

N
IS

C
). 

Al
l R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.
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第
１
章

第
１
章

技
術
戦
略
専
門
委
員
会

技
術
戦
略
専
門
委
員
会

報
告
書

報
告
書

2
0
0
8

2
0
0
8
の
目
的
と
構
成

の
目
的
と
構
成

１
．
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

報
告

書
2
0
0
8
の
目

的
と
構

成

１
．

２
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

究
開

発
・
技

術
開

発
に

関
す

る
2
0
0
8
年

度
の

検
討

１
．

２
．

１
研

究
開

発
・
技

術
開

発
の

方
向

性
の

検
討

（
研

究
テ

ー
マ

面
）

１
．

２
．

２
環

境
変

化
に

対
応

で
き

る
継

続
的

な
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

管
理

の
あ

り
方

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
面

）

１
．

１
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

に
お

け
る

検
討

の
経

緯
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技
術
戦
略
専
門

委
員
会
の
位
置
づ
け
と

技
術
戦
略
専
門
委
員
会
の
位
置
づ
け
と

こ
れ

ま
で
の
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

報
告

書
の
内

容
こ
れ

ま
で
の
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

報
告

書
の
内

容

○
報

告
書

2
0
0
5
(2

0
0
5
年

1
1
月

1
7
日

発
表

)

１
報

告
書

2
0
0
5
の

位
置

づ
け

～
第

一
次

基
本

計
画

に
向

け
た

報
告

書

２
報

告
書

2
0
0
5
に

お
け

る
技

術
戦

略
を

考
え

る
上

で
の

基
本

的
な

考
え

方

・
我

が
国

に
お

け
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
の

問
題

点
の

全
体

の
俯

瞰
・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
の

役
割

と
今

後
の

方
向

性
を

検
討

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
を

支
え

る
環

境
整

備
の

必
要

性

３
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
の

研
究

開
発

・
技

術
開

発
を

推
進

す
る

た
め

の

新
し

い
構

造
の

あ
り

方
に

つ
い

て

４
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
開

発
の

重
点

化
と

環
境

整
備

の
あ

り
方

５
「
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

型
」
研

究
開

発
・
技

術
開

発
の

推
進

技
術

戦
略

専
門

委
員

会
の

位
置

づ
け

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
係

る
研

究
開

発
・
技

術
開

発
、

そ
の

利
用

戦
略

に
つ

い
て

調
査

検
討

を
行

い
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

政
策

会
議

等
に

対
し

て
、

「
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

報
告

書
」
と

し
て

の
提

言
を

行
う

。

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
確

保
に

お
い

て
、

継
続

的
な

技
術

開
発

と
、

そ
の

社
会

展
開

を
円

滑
に

行
い

、
成

果
を

す
べ

て
の

主
体

が
享

受
で

き
る

環
境

作
り

が
必

要
で

あ
り

、
喫

緊
の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

技
術

開
発

と
、

中
長

期
的

な
視

点
に

立
っ

た
研

究
投

資
開

発
の

戦
略

設
定

が
求

め
ら

れ
て

い
る

と
の

認
識

に
基

づ
き

、
調

査
研

究
を

行
う

。

○
報

告
書

2
0
0
6
(2

0
0
7
年

６
月

2
9
日

発
表

)
１

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

の
現

状
認

識
と

今
後

の
方

向
性

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
戦

略
の

基
本

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
の

研
究

開
発

・
技

術
開

発
を

推
進

す
る

た
め

の
新

し
い

構
造

の
あ

り
方

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
開

発
の

重
点

化
と

環
境

整
備

の
あ

り
方

２
2
0
0
7
年

に
お

け
る

実
施

の
ポ

イ
ン

ト
・
投

資
領

域
設

定
の

継
続

的
見

直
し

構
造

の
実

現
・
調

達
を

通
し

て
成

果
を

活
用

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

策
定

の
検

討
・
「
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

型
」
テ

ー
マ

検
討

の
場

過
去

の
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

報
告

書
の

概
要
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4

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
戦
略
に
係
る

検
討

構
造

と
こ
れ

ま
で
の
取

組
み

『
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
開

発
の

重
点

化
と

環
境

整
備

の
あ

り
方

』
に

つ
い

て

【
技

術
開

発
分

野
の

方
向

性
形

成
】

『
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
開

発
の

重
点

化
と

環
境

整
備

の
あ

り
方

』
に

つ
い

て

【
技

術
開

発
分

野
の

方
向

性
形

成
】

「
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

型
」

研
究

開
発

・
技

術
開

発
の

推
進

【
具

体
的

な
大

規
模

技
術

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

】

「
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

型
」

研
究

開
発

・
技

術
開

発
の

推
進

【
具

体
的

な
大

規
模

技
術

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

】

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

戦
略

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

戦
略

「
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

型
」

テ
ー

マ
検

討
の

場
の

設
置

を
決

定

「
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

型
」

テ
ー

マ
検

討
の

場
の

設
置

を
決

定

20
06

年
度

～
20

07
年

度
の

取
組

み
20

06
年

度
～

20
07

年
度

の
取

組
み

『
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
の

研
究

開
発

・
技

術
開

発
を

推
進

す
る

た
め

の
新

し
い

構
造

の
あ

り
方

』
に

つ
い

て

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
等

の
管

理
面

】

『
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
の

研
究

開
発

・
技

術
開

発
を

推
進

す
る

た
め

の
新

し
い

構
造

の
あ

り
方

』
に

つ
い

て

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
等

の
管

理
面

】

投
資

領
域

設
定

の
継

続
的

見
直

し
構

造
の

実
現

調
達

を
通

し
て

成
果

を
活

用
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
策

定
の

検
討

投
資

領
域

設
定

の
継

続
的

見
直

し
構

造
の

実
現

調
達

を
通

し
て

成
果

を
活

用
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
策

定
の

検
討
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2
0
0
8
年

度
の

検
討

の
フ

レ
ー

ム
ワ

－
ク

本
年

度
の
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

お
よ
び

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
検

討
Ｗ

Ｇ
に
お
け
る
検

討
の
枠

組
み

技
術

戦
略

専
門

委
員

会
報

告
書

２
０

０
８

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分

野
に
お
け
る

研
究

開
発

の
方

向
性

と
進

め
方

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分

野
に
お
け
る

研
究

開
発

の
方

向
性

と
進

め
方

「
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

型
」

研
究

開
発

・
技

術
開

発
の

推
進

【
於

：
グ

ラ
ン

ト
チ

ャ
レ

ン
ジ

検
討

Ｗ
Ｇ

】

環
境
変
化
に
対
応
で
き
る

継
続
的
な
研
究
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
の
あ
り
方

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運

営
面

】

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技

術
の

将
来
に
関
す
る
検
討

【
シ
ー
ズ
、
ニ
ー
ズ
両

面
】

『
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
の

研
究

開
発

・
技

術
開

発
を

推
進

す
る

た
め

の
新

し
い

構
造

の
あ

り
方

』
に

つ
い

て

グ
ラ

ン
ド

チ
ャ

レ
ン

ジ
の

テ
ー

マ
選

定
に

向
け

た
検

討

グ
ラ

ン
ド

チ
ャ

レ
ン

ジ
の

実
施

方
法

に
も

関
連

す
る

検
討
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○
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
テ

ー
マ

選
定

に
向

け
た

検
討

の
一

環
と

し
て

、
「
将

来
の

社
会

ビ
ジ

ョ
ン

と

技
術

の
潮

流
予

測
」
を

纏
め

て
公

表
す

る
こ

と
で

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
分

野
の

研
究

開
発

の
方

向

性
の

議
論

を
惹

起
す

る
。

・
「
将

来
の

社
会

ビ
ジ

ョ
ン

」
に

係
る

主
た

る
要

素
を

整
理

す
る

こ
と

で
、

グ
ラ

ン
ド

チ
ャ

レ
ン

ジ

を
通

じ
て

実
現

す
べ

き
こ

と
を

明
確

化
。

・
「
技

術
の

潮
流

予
測

」
で

整
理

し
た

技
術

を
利

活
用

す
る

こ
と

で
、

新
た

に
登

場
す

る
で

あ

ろ
う

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
の

脅
威

や
技

術
問

題
を

推
定

。

○
中

長
期

的
な

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

有
効

な
成

果
を

出
す

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理

上
の

要
件

は
何

か
と

い
う

観
点

か
ら

検
討

。

○
研

究
者

サ
イ

ド
と

管
理

・
運

営
サ

イ
ド

（
研

究
開

発
費

を
支

出
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

管
理

・
運

営
す

る

側
）
と

の
双

方
か

ら
現

状
の

ル
ー

ル
や

そ
の

運
用

、
そ

れ
ぞ

れ
の

認
識

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行

い
、

何
が

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
柔

軟
性

を
阻

害
し

て
い

る
か

の
フ

ァ
ク

ト
を

整
理

し
、

そ
の

課

題
の

改
善

案
を

検
討

。

本
年

度
の
技

術
戦

略
専

門
委

員
会

お
よ
び

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
検
討
Ｗ
Ｇ
に
お
け
る
検
討
内
容

【
１
】

研
究

開
発

・
技

術
開

発
の
方

向
性

検
討

【
２
】

環
境

変
化

に
対

応
で
き
る
継

続
的

な
研

究
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管

理
の
あ
り
方
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第
２
章

第
２
章

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
の

将
来
に
関
す
る
検
討

将
来
に
関
す
る
検
討

（
シ
ー
ズ
、
ニ
ー
ズ
両

面
）

（
シ
ー
ズ
、
ニ
ー
ズ
両

面
）

２
．

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

の
将

来
に

関
す

る
検

討

２
．

１
将

来
の

社
会

ビ
ジ

ョ
ン

に
関

す
る

検
討

（
ニ

ー
ズ

指
向

）

２
．

２
技

術
の

潮
流

予
測

（
シ

ー
ズ

指
向

）

２
．

３
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
の

グ
ラ

ン
ド

チ
ャ

レ
ン

ジ
に

つ
な

が
る

方
向

性
と

進
め

方
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情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技

術
の
将

来
に
関

す
る
検

討
の
ア
プ
ロ
ー
チ

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技

術
の
将

来
に
関

す
る
検

討
の
ア
プ
ロ
ー
チ

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

分
野

の

研
究

開
発

の
方

向
性

現
在

３
年

後
５

年
後

１
０

年
後

委
員

の
予

測
す

る
将

来
イ

メ
ー

ジ

（
ニ

ー
ズ

指
向

）

将
来

の
社

会
ビ

ジ
ョ

ン

一
般

化
・

抽
象

化

現
在

の
技

術
か

ら

演
繹

的
に

予
測

（
シ

ー
ズ

指
向

）

抽 象 度

分
野

別

整
理

技
術

潮
流

予
測

整
理

将
来

の
社

会
ビ

ジ
ョ

ン
に

係
る

主
た

る
要

素

社
会

ビ
ジ

ョ
ン

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
要

素
を

帰
納

的
に

整
理
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２
．
１

２
．
１

将
来

の
社

会
ビ
ジ
ョ
ン
（
ニ
ー
ズ
指

向
）
の
検

討
将

来
の
社

会
ビ
ジ
ョ
ン
（
ニ
ー
ズ
指

向
）
の
検

討

・
（
大

前
提

と
し

て
）
安

心
な

生
活

、
社

会
経

済
活

動
の

実
現

・
国

境
を

越
え

て
ど

こ
で

で
も

、
い

つ
で

も
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
が

確
保

［
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ユ

ビ
キ

タ
ス

］

・
我

が
国

が
世

界
を

リ
ー

ド
し

、
世

界
に

誇
れ

る
技

術
を

開
発

［
最

先
端

性
］

・
製

品
の

機
能

面
に

お
い

て
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
が

自
然

に
担

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

［
当

然
化

］

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
原

理
主

義
で

は
な

く
、

製
品

な
ど

の
種

類
に

応
じ

て
柔

軟
な

技
術

的
対

応
［
柔

軟
性

］

・
ＩＴ

利
用

に
際

し
て

リ
ス

ク
に

よ
っ

て
人

間
が

支
配

さ
れ

る
の

で
は

な
く
、

人
間

が
リ

ス
ク

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
可

能
に

［
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ビ
リ

テ
ィ

］

○
今

後
、

グ
ラ

ン
ド

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

通
じ

て
、

こ
れ

ら
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
実

現
す

る
た

め
の

技
術

開
発

を
行

う
べ

き
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
ユ

ー
ザ

ー
の

視
点

に
立

ち
、

こ
れ

ら
の

技
術

が
化

体
し

た
具

体
物

［
N

e
w

 S
e
c
u
re

 P
ro

du
c
t］

の
開

発
を

実
現

す
る

方
向

で
進

め
る

べ
き

で
あ

る
。

○
そ

し
て

、
国

境
を

越
え

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

つ
な

が
っ

て
い

る
状

況
下

で
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
係

る
問

題
を

解
決

し
、

か
つ

技
術

の
観

点
か

ら
世

界
を

リ
ー

ド
し

、
世

界
に

誇
れ

る
状

況
を

実
現

す
る

べ
き

で

あ
る

。

○
委

員
か

ら
頂

い
た

御
意

見
に

基
づ

く
、

「
将

来
の

社
会

ビ
ジ

ョ
ン

」
に

係
る

主
た

る
要

素
を

整
理

す
る

と
、

例
え

ば
以

下
の

よ
う

な
も

の
が

挙
げ

ら
れ

る
。

○
開

発
過

程
に

お
い

て
は

、
様

々
な

関
連

領
域

に
お

け
る

技
術

の
発

展
を

含
め

、
社

会
で

実
際

に
大

き
な

効
用

を
有

す
る

関
連

技
術

の
発

展
を

実
現

す
る

よ
う

取
組

み
を

進
め

る
べ

き
で

あ
る

。
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ビ
ジ
ョ
ン
を
実

現
す
る
た
め
の
技

術
（
シ
ー
ズ
指

向
ア
プ
ロ
ー
チ
）

ビ
ジ
ョ
ン
を
実

現
す
る
た
め
の
技

術
（
シ
ー
ズ
指

向
ア
プ
ロ
ー
チ
）

・
委

員
の

意
見

に
基

づ
く
、

サ
ー

ビ
ス

や
製

品
の

提
供

側
の

視
点

で
の

演
繹

的
ア

プ
ロ

ー
チ

・
現

在
の

技
術

の
延

長
で

、
ど

の
よ

う
な

機
能

、

性
能

の
も

の
が

登
場

す
る

か
を

予
測

し
、

そ
の

際
に

必
要

と
な

る
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
要

件
を

検
討

技
術

潮
流

予
測

の
進

め
方

・
現

在
か

ら
３

年
後

、
５

年
後

、
１

０
年

後
の

予
測

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
整

理

・
「
利

用
者

」
「
ベ

ン
ダ

」
「
基

盤
」
の

３
分

野
で

予
測

予
測

の
期

間
・
分

野
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２
．
２

２
．
２

技
術

の
潮

流
予

測
に
関

す
る
検

討
技

術
の
潮

流
予

測
に
関

す
る
検

討

技
術

潮
流

予
測

○
技

術
潮

流
は

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
に

関
す

る
戦

略
の

視
点

で
、

社
会

と
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
の

双
方

に
つ

い
て

潮
流

予
測

を
行

い
、

「
利

用
者

」
、

「
ベ

ン
ダ

」
、

「
基

盤
」
の

３
分

野
に

お
け

る
大

き
な

潮
流

予
測

を
纏

め
た

。

「
利

用
者

」
・
多

様
な

機
器

が
IT

化
し

、
生

活
に

密
着

し
た

IT
サ

ー
ビ

ス
が

広
く
利

用
→

情
報

の
管

理
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

に
一

層
の

努
力

が
必

要
と

な
る

。
→

サ
ー

ビ
ス

の
正

当
性

や
不

正
チ

ェ
ッ

ク
な

ど
、

リ
ア

ル
と

デ
ジ

タ
ル

の
世

界
の

感
覚

を
共

通
化

に
よ

り
、

利
用

者
が

IT
サ

ー
ビ

ス
を

安
全

に
利

用
で

き
る

技
術

が
必

要
と

な
る

。

「
ベ
ン
ダ
」

・
設

計
開

発
段

階
で

の
リ

ス
ク

分
析

や
形

式
手

法
に

よ
る

開
発

な
ど

の
事

前
対

策
の

強
化

が
進

む
。

・
仮

想
化

環
境

で
、

シ
ス

テ
ム

や
サ

ー
ビ

ス
の

状
況

を
観

測
で

き
る

技
術

が
発

達
し

て
い

る
。

・
耐

タ
ン

パ
ー

な
フ

ォ
レ

ン
ジ

ッ
ク

技
術

へ
の

必
要

性
が

高
ま

る
。

・
自

動
的

に
開

発
・
運

用
・
評

価
を

行
っ

て
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

確
保

で
き

る
技

術
が

必
要

と
さ

れ
る

。

「
基

盤
」

・
個

人
・
企

業
に

限
ら

ず
、

基
盤

シ
ス

テ
ム

の
社

会
的

な
信

頼
感

の
確

保
が

必
要

と
さ

れ
る

。
・
仮

想
化

環
境

で
も

重
要

な
デ

ー
タ

を
安

全
・
安

心
な

場
所

に
保

管
す

る
方

式
が

必
要

と
な

る
。
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２
．
３

２
．
３

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技

術
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技

術
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

つ
な
が
る
方

向
性

と
進

め
方

つ
な
が
る
方

向
性

と
進

め
方

に
関

す
る
検

討
に
関

す
る
検

討

・「
安

全
・
安

心
な

生
活

、
社

会
経

済
活

動
」

や
「
グ

ロ
ー

バ
ル

ユ
ビ

キ
タ

ス
」
を

実
現

す
る

べ
く
、

日
常

の
生

活
、

社
会

経
済

活
動

に
浸

透
し

た
ＩＴ

機
器

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
確

保
に

係
る

技
術

・「
当

然
化

」
を

実
現

す
る

べ
く
、

一
定

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
水

準
が

確
保

さ
れ

た
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
開

発
す

る
手

法

・「
柔

軟
性

」
を

実
現

す
る

べ
く
、

利
用

シ
ー

ン
に

応
じ

て
動

的
に

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

レ
ベ

ル
を

最
適

化
す

る
よ

う
な

技
術

、
シ

ス
テ

ム

・「
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ビ
リ

テ
ィ

」
を

実
現

す
る

べ
く
、

人
間

が
リ

ス
ク

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
る

こ
と

で
安

心
し

て
情

報
を

管
理

で
き

る
よ

う
な

技
術

（
例

え
ば

、
高

度
に

仮
想

化
が

進
展

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
関

す
る

技
術

等
）

○
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

に
関

す
る

テ
ー

マ
、

研
究

開
発

対
象

と
な

る
具

体
物

、
そ

し
て

そ
れ

を
構

成
す

る
技

術
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

中
で

、
例

え
ば

、
以

下
の

よ
う

な
要

素
技

術
が

世
界

を
リ

ー
ド

で
き

る

よ
う

な
「
最

先
端

性
」
を

満
た

す
技

術
で

あ
る

こ
と

が
重

要
。

○
社

会
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

や
技

術
の

潮
流

予
測

を
踏

ま
え

つ
つ

、
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

に
関

す
る

具

体
的

な
テ

ー
マ

を
幅

広
い

関
係

者
の

参
加

を
得

て
検

討
す

る
べ

き
（
そ

の
際

、
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

の
管

理
や

進
め

方
、

と
り

ま
と

め
方

に
つ

い
て

も
併

せ
て

検
討

を
行

う
こ

と
）
。
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第
３
章

第
３
章

環
境
変
化
に
対
応
で
き
る

環
境
変
化
に
対
応
で
き
る

継
続
的
な
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
の
あ
り
方

継
続
的
な
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
の
あ
り
方

（プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
用
面
）

（プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
用
面
）

３
．

公
的

資
金

を
用

い
た

中
長

期
的

な
研

究
開

発
の

実
施

方
法

３
．

１
公

的
な

競
争

的
研

究
開

発
資

金
制

度
に

関
す

る
論

点

３
．

２
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
・
評

価
体

制
の

改
善

の
方

向
性

３
．

１
．

１
研

究
者

側
の

問
題

提
起

３
．

１
．

２
公

的
な

競
争

的
研

究
開

発
資

金
制

度
の

現
状

と
改

善
状

況
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研
究

開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
・
評

価
体

制
の
問

題
意

識
研

究
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
・
評

価
体

制
の
問

題
意

識

・
一

般
的

に
は

、
最

終
的

な
目

標
か

ら
要

素
還

元
的

ア
プ

ロ
ー

チ
で

研
究

計
画

を
作

成
す

る

・
中

間
／

事
後

評
価

で
は

、
計

画
に

沿
っ

た
実

施
に

つ
い

て
非

常
に

厳
密

に
検

証
さ

れ
る

・
新

た
な

状
況

変
化

が
認

識
さ

れ
て

も
、

計
画

自
体

の
変

更
が

非
常

に
困

難
、

な
い

し
は

、

ほ
ぼ

不
可

能
な

場
合

が
あ

る

・
中

長
期

的
な

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
リ

フ
ァ

ク
タ

リ
ン

グ
*
を

常
時

行
っ

て
、

計
画

に

反
映

さ
せ

る
べ

き

【
１
】

計
画

変
更

の
柔

軟
化

と
リ
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
の
必

要
性

リ
フ

ァ
ク

タ
リ

ン
グ

*
:大

き
な

目
標

を
実

現
す

る
た

め
に

状
況

の
変

化
を

評
価

し
つ

つ
途

中
の

目
標

を
動

的
に

見
直

す
こ

と

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

途
中

成
果

が
、

十
分

に
公

開
さ

れ
て

い
な

い
、

あ
る

い
は

有
効

に
活

用

さ
れ

て
い

な
い

場
合

が
あ

る

・
当

初
定

め
た

成
果

利
用

計
画

の
み

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く
、

社
会

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
た

成
果

活
用

プ
ロ

セ
ス

を
探

求
す

べ
き

・
得

ら
れ

た
成

果
を

積
極

的
に

活
用

す
る

た
め

の
独

立
し

た
手

順
設

計
を

行
い

、
様

々
な

視
点

か
ら

検
討

す
べ

き

【
２
】

途
中

段
階

で
得

た
成

果
利

用
プ
ロ
セ
ス
の
独

立
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計
画

変
更

の
柔

軟
化

と
リ
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
の
必

要
性

に
関

す
る
検

討
計

画
変

更
の
柔

軟
化

と
リ
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
の
必

要
性

に
関

す
る
検

討

○
年

次
計

画
の

精
度

を
常

に
高

い
も

の
と

す
る

た
め

、
中

間
評

価
時

に
「
新

た
な

方
向

性
や

方

針
変

更
等

、
当

初
計

画
で

は
想

定
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
新

し
い

展
開

が
生

じ
た

か
」
を

評
価

項

目
に

導
入

す
る

な
ど

、
柔

軟
な

計
画

変
更

を
行

え
る

取
り

組
み

を
検

討
す

べ
き

。

○
研

究
者

及
び

資
金

配
分

機
関

で
、

研
究

途
中

で
の

当
初

計
画

の
見

直
し

を
行

い
、

常
に

精
度

の
高

い
も

の
に

し
て

お
く
べ

き
。

○
上

記
の

仕
組

み
を

効
果

的
に

動
か

す
に

は
、

資
金

配
分

機
関

に
お

い
て

、
で

き
る

だ
け

対
象

研
究

領
域

に
知

見
を

有
し

、
評

価
、

資
金

の
使

用
状

況
の

審
査

を
適

切
に

行
え

る
人

材
（
例

：
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
オ

フ
ィ

サ
ー

（
Ｐ

Ｏ
）
を

確
保

す
べ

き
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

P
O

の
処

遇
等

の
改

善
な

ど
の

検
討

が
必

要
。

○
計

画
変

更
な

ど
の

重
要

な
要

望
が

あ
っ

た
際

は
、

そ
れ

を
判

定
す

る
た

め
の

場
（
例

：
有

識
者

に
よ

る
委

員
会

）
を

組
織

す
る

な
ど

、
研

究
の

進
展

等
に

応
じ

て
柔

軟
に

計
画

変
更

す
る

た
め

の
仕

組
み

を
、

資
金

配
分

機
関

内
に

設
け

る
べ

き
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
管

理
・
評

価
に

関
し

て
生

じ
る

問
題

と
解

決
の

方
向

性
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途
中

段
階

で
得

た
成

果
利

用
プ
ロ
セ
ス
の
独

立
に
関

す
る
検

討
途

中
段

階
で
得

た
成

果
利

用
プ
ロ
セ
ス
の
独

立
に
関

す
る
検

討

○
中

間
成

果
の

扱
い

（
公

表
や

活
用

な
ど

）
に

つ
い

て
、

研
究

者
と

資
金

配
分

機
関

と
の

間
で

、

判
断

に
迷

っ
て

遠
慮

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
事

前
に

研
究

開
発

計
画

等
で

明
記

す

る
よ

う
ル

ー
ル

化
を

検
討

す
べ

き
。

○
既

に
幾

つ
か

の
競

争
的

資
金

や
資

金
配

分
機

関
な

ど
で

取
り

組
ま

れ
て

い
る

よ
う

に
、

Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ

ト
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

な
ど

を
活

用
し

、
中

間
成

果
を

公
表

で
き

る
体

制
を

整
備

す
べ

き
。

○
特

に
知

的
財

産
権

上
の

扱
い

等
、

中
間

成
果

を
活

用
す

る
際

の
開

発
者

と
利

用
者

の
権

利

に
つ

い
て

の
ル

ー
ル

の
明

確
化

を
検

討
す

べ
き

。

○
メ

ー
カ

ー
な

ど
の

成
果

を
活

用
す

る
側

と
の

連
携

、
実

用
化

／
製

品
化

に
む

け
て

の
成

果
の

実
装

へ
の

つ
な

ぎ
部

分
に

つ
い

て
も

（
大

学
な

ど
の

研
究

者
が

あ
ま

り
得

意
で

は
な

い
た

め
）
、

支
援

策
を

検
討

す
べ

き
。
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・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
課

題
解

決
は

、
“
m

o
vi

n
g 

ta
rg

e
t”

型
課

題
解

決
で

あ
る

-
リ

ス
ク

が
変

容
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

目
標

は
動

的
に

変
化

し
て

い
く

-
新

た
な

技
術

の
登

場
に

よ
っ

て
、

リ
ス

ク
の

変
容

が
発

生
す

る

-
攻

撃
側

と
防

御
側

の
非

対
称

性
が

存
在

す
る

・
究

極
の

目
標

は
、

実
は

大
き

な
変

化
は

少
な

い
こ

と
が

多
い

究
極

の
目

標
の

例
：
情

報
資

産
と

情
報

処
理

の
保

護
、

事
業

継
続

性
の

円
滑

な
確

保

・
社

会
要

請
に

よ
っ

て
研

究
開

発
内

容
は

変
化

す
る

が
、

し
か

し
、

同
時

に
短

期
間

で
は

解
決

で
き

な
い

課
題

が
多

い

（
例

）
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
情

報
保

護
、

サ
ー

ビ
ス

の
正

当
性

の
保

証
に

資
す

る
た

め
の

技
術

な
ど

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

分
野

で
こ

の
問

題
を

論
じ

る
必

要
性

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

分
野

で
こ

の
問

題
を

論
じ

る
必

要
性

前
述

の
問

題
意

識
は

、
特

定
分

野
に

限
ら

な
い

が
、

ＩＴ
分

野
、

特
に

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の

研
究

者
か

ら
の

意
見

が
多

い
。

そ
の

原
因

と
し

て
以

下
が

考
え

ら
れ

る
。

＊
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
は

特
殊

性
の

高
い

分
野

で
あ

る
が

、
ＩＴ

の
研

究
課

題
に

は
情

報
セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

が
不

可
分

な
場

合
が

多
い

た
め

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
を

含
む

ＩＴ
技

術
分

野
全

般
に

関
す

る
研

究

開
発

の
運

営
の

改
善

の
方

向
性

に
つ

い
て

検
討

を
行

な
っ

た
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公
的

な
競

争
的

資
金

制
度

の
現

状
と
改

善
事

例
公

的
な
競

争
的

資
金

制
度

の
現

状
と
改

善
事

例

・
公

的
研

究
費

の
使

用
に

関
す

る
制

度
・
ル

ー
ル

は
、

一
般

的
に

、
法

令
／

各
研

究
費

制
度

／
各

研
究

機
関

レ
ベ

ル
の

３
階

層
構

造
に

な
っ

て
い

る
・
階

層
間

で
の

手
続

き
や

承
認

権
限

な
ど

に
不

明
確

な
部

分
が

残
さ

れ
て

い
た

り
、

保
守

的
な

判
断

や
誤

解
、

周
知

不
十

分
な

ど
に

よ
っ

て
、

改
善

さ
れ

た
ル

ー
ル

が
有

効
に

活
用

さ
れ

て
い

な
い

可
能

性
が

あ
る

科
学

技
術

振
興

機
構

の
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

の
取

組
み

例
・
中

間
評

価
時

に
「
新

た
な

方
向

性
や

方
針

変
更

等
、

当
初

計
画

で
は

想
定

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

新
た

な
展

開
が

生
じ

た
か

。
」
を

評
価

項
目

に
導

入

（
３
）
採

択
後

の
研

究
計

画
変

更

（
１
）
公

的
な
競

争
的

資
金

に
係

る
制

度
・
ル
ー
ル
の
階

層
構

造

本
年

度
、

当
委

員
会

で
、

特
に

「
競

争
的

資
金

」
を

用
い

た
研

究
開

発
に

着
目

し
、

検
討

し
た

理
由

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
分

野
で

は
、

技
術

の
進

歩
や

環
境

の
変

化
が

特
に

激
し

く
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
状

況
が

研
究

の
実

施
期

間
中

に
研

究
者

が
予

期
し

て
な

か
っ

た
方

向
に

変
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

・
そ

の
結

果
、

研
究

者
自

身
が

作
成

し
た

研
究

計
画

を
見

直
さ

ざ
る

を
得

な
い

場
合

が
少

な
く
な

い
。

（
２
）
会

計
制

度
の
制

約
と
資

金
使

用
の
柔

軟
化

科
学

研
究

費
補

助
金

や
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

な
ど

の
取

組
み

例
・
繰

越
明

許
費

制
度

の
活

用
を

推
進

中
・
優

れ
た

研
究

を
長

期
安

定
的

に
推

進
す

る
た

め
の

「
更

新
制

」
の

拡
大

・
研

究
費

の
複

数
年

契
約

の
拡

大
な

ど
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研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
・評

価
体
制
に
関
す
る
提
言

研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
・評

価
体
制
に
関
す
る
提
言

・
年

次
計

画
は

、
研

究
者

及
び

資
金

配
分

機
関

で
、

当
初

計
画

の
見

直
し

を
行

い
、

常
に

精
度

の

高
い

も
の

と
し

て
お

く
こ

と
。

或
い

は
、

複
数

年
の

研
究

計
画

は
粗

い
粒

度
で

立
て

、
詳

細
計

画
は

毎
年

設
定

で
き

る
形

態
と

す
る

こ
と

・
資

金
配

分
機

関
に

お
い

て
、

処
遇

等
の

改
善

を
通

じ
て

、
で

き
る

だ
け

対
象

研
究

領
域

に
知

見
を

有
し

、
評

価
、

資
金

の
使

用
状

況
の

審
査

を
適

切
に

行
え

る
人

材
を

確
保

す
る

こ
と

・
Ｐ

Ｏ
（
P

ro
gr

am
 O

ff
ic

e
r）

等
の

担
当

者
に

対
し

、
計

画
変

更
の

要
望

が
あ

っ
た

際
は

、
そ

れ
を

判

定
す

る
た

め
の

場
（
例

：
有

識
者

に
よ

る
委

員
会

）
を

組
織

す
る

権
限

を
明

確
に

付
与

す
る

こ
と

・
中

間
成

果
の

扱
い

に
つ

い
て

、
研

究
開

発
計

画
等

で
定

め
る

よ
う

に
ル

ー
ル

化
を

検
討

す
る

こ
と

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
な

ど
を

活
用

し
、

中
間

成
果

を
公

表
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
こ

と

・
知

的
財

産
権

上
の

扱
い

等
、

中
間

成
果

を
活

用
す

る
際

の
開

発
者

と
利

用
者

の
権

利
に

つ
い

て

の
ル

ー
ル

の
明

確
化

を
検

討
す

る
こ

と

・
成

果
を

活
用

す
る

側
と

の
連

携
、

成
果

の
実

装
へ

の
つ

な
ぎ

部
分

に
つ

い
て

も
、

支
援

の
強

化
の

方
策

を
検

討
す

る
こ

と

【
２
】

途
中

段
階

で
得

た
成

果
利

用
プ
ロ
セ
ス
の
独

立

【
１
】

計
画

変
更

の
柔

軟
化

と
リ
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
の
必

要
性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

・
評

価
体

制
の

改
善

の
方

向
性

は
次

の
と

お
り

と
考

え
る

。
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第
４
章

第
４
章

ま
と
め

ま
と
め

４
．

ま
と

め
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４４
ま
と
め

ま
と
め

・
研

究
状

況
に

応
じ

た
研

究
計

画
・
資

金
計

画
の

柔
軟

な
変

更
を

行
え

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

資
金

配
分

機
関

に
お

い
て

、
処

遇
等

の
改

善
を

通
じ

て
、

変
更

を
認

め
る

時
点

で
の

評
価

、
研

究
終

了
後

の
事

後
評

価
等

を
適

切
に

行
え

る
人

材
を

確
保

す
る

こ
と

。

・
途

中
段

階
で

得
た

成
果

利
用

プ
ロ

セ
ス

の
独

立
を

図
る

た
め

、
中

間
成

果
の

扱
い

に
つ

い
て

研
究

開
発

計
画

等
で

定
め

る
よ

う
に

ル
ー

ル
化

を
検

討
。

中
間

成
果

を
公

表
で

き
る

体
制

、
知

的
財

産
権

上
の

扱
い

等
に

つ
い

て
の

ル
ー

ル
を

明
確

化
。

（
１
）
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分

野
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な
が
る
研

究
開

発
の
方

向
性

（
３
）
今

後
の
方

向
性

・
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

に
関

す
る

検
討

の
継

続
（
テ

ー
マ

選
定

、
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

の
進

め
方

の
検

討
の

両
面

を
検

討
。

そ
の

上
で

、
可

能
で

あ
れ

ば
「
0
9
年

版
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

・
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
」

を
策

定
。

検
討

の
場

や
参

加
者

に
つ

い
て

は
、

別
途

検
討

・
調

整
が

必
要

）

・
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

管
理

・
評

価
体

制
に

関
す

る
提

言
の

内
容

を
い

く
つ

か
の

研
究

開
発

事
業

で
関

係

者
と

と
も

に
試

行
。

（
２
）
研

究
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
・
評

価
体

制
に
関

す
る
提

言

・
将

来
の

社
会

ビ
ジ

ョ
ン

に
係

る
主

た
る

要
素

を
満

た
し

て
い

け
る

よ
う

な
テ

ー
マ

選
定

を
早

急
に

進
め

、
我

が

国
全

体
と

し
て

大
き

な
方

向
性

を
持

っ
て

研
究

開
発

・
技

術
開

発
を

進
め

る
べ

き
。

・
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
取

り
組

み
に

お
い

て
は

、
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
ー

の
視

点
に

立
ち

、
実

現
さ

れ
る

と
望

ま
し

い

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

が
体

化
し

た
具

体
物

、
す

な
わ

ち
｢N

e
w

 S
e
c
u
re

 P
ro

du
c
t｣

の
開

発
を

実
現

す
る

方

向
で

進
め

る
べ

き
。



C
op

yr
ig

ht
 (c

) 2
00

9 
N

at
io

na
l I

nf
or

m
at

io
n 

Se
cu

rit
y 

C
en

te
r (

N
IS

C
). 

Al
l R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.

22

【【
参
考

参
考

】】
公

的
資

金
に
よ
る

公
的

資
金

に
よ
る
研

究
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
・
運

営
体

制
の

研
究

開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
・
運

営
体

制
の

一
例

一
例

府
省

庁
／

資
金

配
分

機
関

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

主
体

）

審
査

・
評

価
委

員
会

・
提

案
内

容
審

査

テ
ー

マ
ｎ

テ
ー

マ
２

テ
ー

マ
１

採 択

審
査

支
援

業
務

委
託

管
理

(契
約

/経
理

業
務

等
）

評
価

結
果

採
択

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

審
査

委
員

選
定

研
究

進
捗

状
況

報
告

審
査

結
果

成
果

評
価

・
指

導
・
助

言

報
告

実
施

計
画

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

チ
ー

ム
研

究
計

画
の

修
正

指
示

契
約

研
究

計
画

書
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
提

案
書

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

提
案

書
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
提

案
書

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

提
案

書
（
研

究
計

画
書

）

審
査

・
評

価
委

員
会

・
中

間
評

価
（
一

部
で

実
施

）
・
終

了
時

評
価

・
追

跡
評

価
（
一

部
で

実
施

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

法
人

（
業

務
委

託
さ

れ
た

場
合

）
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
管

理




